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「CSJカレントレビュー」 
50巻を達成しました

　2010年 4月に「CSJカレントレビュー」
の第1巻が発行されてから今年で14年目を
迎えます。今春に第 50巻が刊行され，これ
をもってこのシリーズの発刊を終了させて
いただくことになりました。
　この間，多くの方々にご支援をいただ
き，読者の方からも有益なご意見をいただ
きました。次章に50巻分のタイトル等を示
してあります。
　本シリーズのまとめとして，本の特徴，
気が付いたことなどを簡単に報告させてい
ただきます。
　「CSJカレントレビュー」という化学総説
は日本化学会が刊行してきた「化学総説」
（1978～1986年）と「季刊化学総説」（1988～
2001年）の後継本として誕生したもので
す。基本コンセプトは「読みやすい」，「興
味が持てる」，「役に立つ」をキーワードに
してきました。専門以外の分野にも興味を
もっていただけるように，読みやすくわか
りやすく解説したつもりです。
　本の構成は，最初に全体を理解していた
だくために，カラフルな図や写真を入れた
グラフィカルアブストラクトがあり，内容
は 3部構成になっています。
　Part 1では，インタビューや座談会を含
めた基礎概念と研究現場を記載しました。
当初，「フロントランナーに聞く」記事を載
せていましたが，人数も多く，その後は座
談会の形式としました。
　Part 2では，研究最前線として最先端の
研究を十数件選び，第一線の研究者に解説
していただきました。
　Part 3では，論文をはじめ，この分野で
役立つ情報やデータを紹介しました。
　総説等の選び方，読み方は人それぞれで
すが，自分の研究に関連した本以外は手に
取ることが少ないかもしれません。いろい
ろなタイトルの本が備わっていれば読んで
みることもあるでしょう。以前は前述の総
説等，全巻をそろえている図書館や研究室

などが多く見受けられました。
　最近では本を見るよりまずネットで調
べ，必要に応じて文献を探す方が主体とな
り，情報をピンポイントで取ろうとする傾
向があります。
　「CSJカレントレビュー」は関連する分野
の様々な方たちが最先端の話を交えて伝え
てくれるシリーズ本です。1冊の本だけで
なく，何冊かの本を読み比べていただきた
い。そこからインスピレーションや新しい
アイデアを持つためにも非常に役立つシ
リーズと思っています。
　ご意見をいただいても達成できず，心残
りのものもあります。例えば，海外の先生
や留学生から英文での発行を要望されまし
た。また，Part 2の研究最前線では特許の
関係で企業の方の執筆が難しい場合もあり
ました。
　最後にご多忙中にもかかわらずご協力い
ただいた執筆者の方々に深く御礼申し上げ
ます。座談会のセッティングや編集等多大
なご尽力をいただいた化学同人の栫井文子
様，佐久間純子様に厚く御礼申し上げま
す。また，日本化学会事務局の中谷敏幸様，
石崎静香様に大変お世話になりました。あ
りがとうございました。
 CSJカレントレビュー編集委員会一同

CSJカレントレビュー 一覧
発売・照会先：化学同人
 （電話 075-352-3373）/B5判〔定価（円）〕
1．  驚異のソフトマテリアル　最新の機能性
ゲル研究〔4,180〕

2．  人工光合成と有機系太陽電池　最新の技
術とその研究開発〔4,180〕

3．  革新的な多孔質材料　空間をもつ機能性
物質の創成（品切）

4．  新しい局面を迎えた界面の分子科学　
機能デザインと計測技術の展開〔4,180〕

5．  不活性結合・不活性分子の活性化　革
新的な分子変換反応の開拓〔4,180〕

6．  核酸化学のニュートレンド　DNA・RNA

の新たな可能性を拓く〔4,180〕
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7．  高分子と光が織りなす新機能・新物性　
光機能性高分子材料の新展開〔4,180〕

8．  巨大分子系の計算化学　超大型計算機時
代の理論化学の新展開〔4,180〕

9．  金属および半導体ナノ粒子の科学　新
しいナノ材料の機能性と応用展開〔4,180〕

10．  ここまで進んだバイオセンシング・イ
メージング　1分子から細胞，脳まで〔4,180〕

11．  未来を拓く元素戦略　持続可能な社会を
実現する化学〔4,180〕

12．  未来材料を創出する π電子系の科学　
新しい合成・構造・機能化に向けて〔4,180〕

13．  キラル化学　その起源から最新のキラル
材料研究まで〔4,180〕

14．  放射光が拓く化学の現在と未来　物質
科学にイノベーションをもたらす光〔4,180〕

15．  次世代のバイオ水素エネルギー　再生
可能エネルギーの創出と変換をめざして
〔4,180〕

16．  スピン化学が拓く分子磁性の新展開　
設計から機能化まで〔4,180〕

17．  極限環境の生体分子　過酷な環境下での
機能を科学する〔4,180〕

18．  強光子場の化学　分子の超高速ダイナミ
クス〔4,620〕

19．  生物活性分子のケミカルバイオロジー　
標的同定と作用機構〔4,620〕

20．  精密重合が拓く高分子合成　高度な制
御と進む実用化〔4,620〕

21．  活性酸素・フリーラジカルの科学　計
測技術の新展開と広がる応用〔4,620〕

22．  有機分子触媒の化学　モノづくりのパラ
ダイムシフト〔4,620〕

23．  先端計測　研究を支える機器開発〔4,620〕
24．  医療・診断・創薬の化学　医療分野に

挑む革新的な科学技術〔4,620〕
25．  二次元物質の科学　グラフェンなどの分

子シートが生み出す新世界〔4,620〕
26．  分子マシンの科学　分子の動きとその機

能を見る〔4,620〕
27．  天然有機化合物の全合成　独創的なも

のづくりの反応と戦略〔4,620〕
28．  持続可能性社会を拓くバイオミメティ
クス　生物学と工学が築く材料科学〔4,620〕

29．  構造制御による革新的ソフトマテリア
ル創成　ブロック共重合体の精密階層制
御・解析・機能化〔4,620〕

30．  生命機能に迫る分子化学　生命分子を
真似る，飾る，超える〔4,620〕

31．  分子アーキテクトニクス　単分子技術
が拓く新たな機能〔4,620〕

32．  プラズモンと光圧が導くナノ物質科学　
ナノ空間に閉じ込めた光で物質を制御する
〔4,620〕

33．  超分子ポリマー　超分子・自己組織化の
基礎から先端材料への応用まで〔4,620〕

34．  持続可能社会をつくるバイオプラス
チック　バイオマス材料と生分解性機能の
実用化と普及へ向けて〔4,620〕

35．  有機・無機材料の相転移ダイナミクス　
数理から未来のマテリアル開発まで〔4,620〕

36．  生体分子反応を制御する　化学的手法
による機構と反応場の解明〔4,620〕

37．  高機能性金属錯体が拓く触媒科学　革
新的分子変換反応の創出をめざして〔4,620〕

38．  光エネルギー変換における分子触媒の
新展開　天然光合成を凌駕する反応系の構
築を目指して〔4,620〕

39．  生体分子と疾患　ヘルスサイエンスの切
り札としての化学〔4,620〕

40．  未来を拓く多彩な色素材料　エレクト
ロニクスから医科学にまで広がる色素の世
界〔4,620〕

41．  進化を続ける核酸化学　ゲノム編集，非
二重らせん，核酸医薬〔4,620〕

42．  赤外線の化学利用　近赤外からテラヘル
ツまで〔4,620〕

43．  有機光反応の化学　光が誘起する電子移
動・触媒系・有機合成〔4,620〕

44．  モビリティ用電池の化学　リチウムイ
オン二次電池から燃料電池まで〔4,620〕

45．  生体分子環境の化学　分子夾雑と 1分子
で解き明かす生体の挙動〔4,620〕

46．  持続可能な社会を支えるゴム・エラス
トマー　新素材・自己修復・強靱化と最先
端評価技術〔4,620〕

47．  フッ素の特性が織りなす分子変換・材
料化学　フッ素化学の新たな飛躍に向けて
〔4,620〕

48．  ペロブスカイト太陽電池の学理と技術　
カーボンニュートラルを担う国産グリーン
テクノロジー〔4,620〕

49．  固体材料開発のフロンティア　熱力学
的支配を超えた物質合成と新機能開拓を目
指して〔4,620〕

50．  化学における情報・AIの活用　解析と
合成を駆動する情報科学〔4,620〕

CSJカレントレビュー編集委員会
委員長：大倉一郎（東工大）　委員：岩澤伸治（東工大），栗
原和枝（東北大），杉本直己（甲南大），高田十志和（広島
大・東工大），南後　守（阪公大），西原　寛（東理大，東大）

CHEM×STORY は化工
誌編集幹事会の企画・監
修により制作されてい
ます。


